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品 川 蕪 は 、文 化 元 年 （1804年 ）、農 事 な ど に つ

い て 編 纂 さ せ た 博 物 誌 『形 成 図 説 』に 描 か れ 、

品 川 宿 を 代 表 す る 野 菜 だ っ た と 推 測 さ れ ま す。江

戸 開 府 以 前 から 品 川 は 存 在して い ま す が 、品 川 蕪

の 品 川 へ の 入 植 経 路 は 諸 説 あリ定 か で あ りま せ ん 。

春 を 迎 え る 保 存 野 菜 の 品 川 蕪 （長 か ぶ ）は 、献

上 野 菜と して、ま た 多 くが 漬 物 に さ れ て い た と 言

わ れ 、江 戸 の 町 民 にも 喜 ば れて い たこと でしょう。

江 戸 時 代 に は 少し ず つ 消 えて い っ た 野 菜 の 一 つ で 、

昭 和 初 期 頃 ま で は 少 々な がら 存 在 して い た ようで

す が 、戦 前 に は 完 全 に 消 えてしま い まし た 。

近 年 の 江 戸 野 菜 復 活 の 動 き に 伴 い 、2006年 より

品 川 蕪 の 痕 跡 を 探 し 始 め 、２年 後 の 2008年 、見

事 品 川 に 復 活 を も たらしまし た 。現 在 で は 農 地 を

全 て 無 くし た 品 川 区 で は ありま す が 、地 元 小 学 校

ととも に 食 育 活 動 の 一 環 として、現 在 「品 川 区 内

に 農 地 」を 合 言 葉 に 児 童 たちと 小 さ な 校 内 の 畑 や

プ ランタ ーを 使 い 品 川 蕪 の 栽 培 を 続 け て い ま す。
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品 川 蕪 の 収 穫を 祝 おう!

2006年 、品 川 蕪 を は じ め とし た 江 戸 東 京 野 菜 復

活 の 声 を 聞 き 、復 興 へ の 活 動 に 参 加 して き まし た 。

品 川 伝 統 野 菜 復 活 に 尽 力 し 、品 川 蕪 食 育 活 動 も

15年 越 しと な りま す。

地 元 小 中 学 校 や 保 育 園 、幼 稚 園 、児 童 セ ン タ ー、

区 民 農 園 な ど に 種 子 を 配 布 し 、生 育 指 導 な ど を

行 っ て き た 品 川 蕪 普 及 活 動 も 、現 在 で は 区 内 30

以 上 の 小 学 校 が 参 加 し、品 川 蕪 品 評 会 は 、１年 を

締 め くくる 暮 れ の 風 物 詩 と な っ て い ま す。お か け

で 品 川 蕪 も すっ か リ 定 着 し、地 元 商 店 と とも に 商

品 化 を 進 め ､多 くの 方 が 食 する 機 会 も 増 えて い ま す。

こ れ も 関 係 者 み な 吉 ま 方 の お が ば と、こ の 場 を 借

りて 感 謝 申し 上 げ ま す。
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江 戸 野 某 ｢品 川 蕪 ｣を 使 っ たクラフトビ ール

＜し な がわカブ が上 がるエール ＞が 誕 生 !

品川区と城 南信用金庫は、2024年 ６月 26日 に、地 域 の

課 題 に迅 速 かつ 適正 に対 応し、産 業振興 に よる経 済 の主催 :ＮＰＯな すび の 花
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協 力 ：品 川 区 学校地 域コーディネ ータ ー
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